





















「晨安（おはよう）」は、1920 年 1 月 4 日に『時事新報』の文芸欄「學燈」に掲載された郭沫若





















                                                   








1 ホイットマン“Salut Au Monde!”について 
郭沫若が購入した有島武郎の『叛逆者』は、新潮社より 1918（大正 7）年 4 月に初版が発行された。
ホイットマンは日本では明治時代から数多く紹介がされている。まずは、高山樗牛の「ワルト，ホイ
ットマンを論ず」が『時代管見』（博文館、1899（明治 32）年 1 月 3 日、再版同年 2 月)に掲載され
た。内村鑑三は「詩人ワルト ホイットマン」（『檪林集』第一輯、聖書研究社、1909（明治 42）年 1
月 25 日）を出版している。大正時代になると白鳥省吾の訳による『ホイットマン詩集』（新潮社、
1919（大正 8）年 5 月 28 日）が出版される。この白鳥省吾の詩集は「泰西名詩選集」というシリー
ズで、「ハイネ・ゲエテ・ヹルレエヌ・トラウベル・カアペンタア・現代仏蘭西詩・ワイルド・バイロ
ン・ヹルハーレン・現代英国詩」（表記はママ）の中の一冊として発行される。同じく富田砕花による
『ウオールト・ホイットマン 詩集 草の葉 第一巻』（大鐙閣、1919（大正 8）年 6 月 6 日）が発
行されている。ホイットマンは、明治末から大正にかけて、日本では盛んに翻訳紹介されているが、




Of The Open Road.”（「大道の歌」）は、友人である宗白華への書簡の中に、この詩の一部を翻訳した





例えば、“Starting From Paumanok.”（「ポウマノツクを發して」）では、第 3 から第 5 連は次のよ
うに記されている。 
 







                                                   
3 1920 年 3 月 30 日付の郭沫若の宗白華宛の書簡にある。『三葉集』（田漢・宗白華・郭沫若著、『郭沫若全集』文
学篇第 15 卷（人民文学出版社、1990 年 7 月）に収録されている。 
4 白鳥省吾の『ホイットマン詩集』の訳による。 











































第 3 連から第 12 連までは、世界中の自然や文明などを列挙している。自分自身に問いかけ、そこ
から聞こえてくるもの見えるものを一つ一つ確認していく。具体的には、世界各地に暮らす人々、世
界各地の山々・砂漠・海・川・岬・湾、人々の生活を支えるライフラインである線路や川、世界各地





























































                                                   
9 谷林博『児玉花外その詩と人生』（白藤書店、1976 年）の「伝記篇」及び「児玉花外略年譜」参照。 















後藤正人は、児玉花外の「孫逸仙に與ふる詩」（『太陽』19 巻 3 号、1913（大正 2）年 3 月）・「孫逸
仙今奈何」（『雄辯』6 巻 9 号、1915（大正 4）年 9 月）・「孫逸仙を送る」（『太陽』22 巻 7 号、1916

















                                                   



























「太陽と皮膚」は 10 連から成る作品である。まず、第 1・2 連はロシア、第 3・4 連はインド、第
5 連はイタリア、第 6 連はフランス、第 7 連はイギリス、第 8 連はドイツ、第 9 連はアメリカ、第 10
連が中国の、それぞれ当時の世界情勢と日本との関わりが詠まれている。先述した佐藤が、「亡命客










                                                   
15 川路柳虹「詩壇九人集を讀んで」（『文章世界』155 号（第 11 巻第 12 号）「詩壇評言」、1916（大正 5）年） 
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革命の志士たちについては、先述した佐藤・中村の詳しい研究があるが、1912（明治 45）年 3 月に









郭沫若は 1914 年初頭に来日し、同年 7 月に中国人留学生のために設けられた第一高等学校特設予
























                                                   
18 「創造十年」（『黒猫・創造十年』（収録作品は、「黒猫」「初めて虁門を出る」「私の学生時代」「創造十年」前半）




































                                                   
22 「創造十年」149～150pp. 
23 1936 年、『郭沫若専集一』（四川人民出版社 1984 年）に収録。 
24 鈴木義昭「郭沫若『女神』とホイットマン有島武郎を軸として―」（『早稲田大学中国古典研究』20、1975 年） 





























アの Pioneer は、ロシア革命を導いたレーニン（Влади ́мир Ильи́ч Ле́нин、1870～1924）である。
「Bengal 的泰戈爾（Tagore）翁（Bengal のタゴール翁）」はインドのベンガル出身でアジア初のノ
ーベル文学賞受賞者のタゴール（Rabindranath Tagore、1861～1941）である。「你在一個炸彈上飛
行着的 D’Annunzio 呀！（爆弾の上を飛んだ D’Annunzio！）」は、イタリアの愛国詩人であるダヌン
                                                   
26 武継平「《女神》に見られる伝統詩形の伝承と乖離」（『九州大学言語科学』39、2004 年） 
27 呉中慶「簡論惠特曼的《草葉集》対郭沫若的《女神》在文体風格上的影響」（海南師範大学学報（社会科学版）
増刊第 2 期、2009 年）。これ以外にも、ホイットマンの影響としては、「疾風怒濤の精神」「自我」「詩の形式」と
いうものにも触れており、これらは、これまでのホイットマンと郭沫若の問題として取りあげられてきたものと
言える。具体的には、「地球、我が母」や「おはよう」に現れる「国際主義精神」だとする。 
28 蔡震『文化越境的行旅―郭沫若在日本二十年』（文化芸術出版社、2005 年） 
29 岩佐昌暲「日本における郭沫若『女神』の研究」（『熊本学園大学付属海外事情研究所』第 39 巻 2 号、2012 年） 
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78 
ツィオ。「你坐在 Pantheon 前面的「沈思者」！（Pantheon 神殿の前に座る「考える人」！）」とは
『地獄門』とそれをのぞき込む人として、独立した形でも発表された『考える人』のことであるが、






























                                                   

































                                                   










































































                                                   
が描かれている。 
36 川本前掲書、102～103pp. 
37 拙論「郭沫若『女神』における自然：生命主義と汎神論」（『「エコ・フィロソフィ」研究』9、東洋大学「エコ・
フィロソフィ」学際研究イニシアティブ、2015 年） 
38 谷村博前掲書によれば、児玉花外に生前聞き取りをおこなった手塚英孝によると、手塚が花外の詩について、
大正以後の詩がそれ以前のものと変質していることを質問したときに、「あれは詩ではない」「私の詩は明治で終
わっています…」と答えたことを紹介している（228p）。これは、花外が自ら作成していた頃と、稿料をもらって
雑誌の性質に合わせて作品を書いていたのを分けてのことだろう。 
東洋大学「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.11 
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おわりに 
郭沫若が日本にいた時期は、ホイットマン生誕百年という年で、期せずしてホイットマンのブーム
が起こっていた。大正期は、明治末期からのホイットマン受容が継続されていた時代でもあったので、
郭沫若がホイットマンを身近に読むことは容易であった。そのホイットマンにはなかった英雄崇拝の
作風は、「太陽と皮膚」のような英雄や革命志士への強い憧憬を描いた児玉花外に近いものであった。 
大正期の花外の作品は、既に詩としての正当な評価を得ておらず、本人もまた詩人としての自覚を
持っていないような発言が晩年に見られるため、彼自身がどのような意識で詩を作っていたのかはわ
からない。『太陽』や『雄辯』『学生』といった雑誌に詩が掲載され続けてきた花外の作品は、時代遅
れであろうと詩としての価値がなかろうと、それでも掲載され続けたのである。それは、佐藤が指摘
したように、花外が稿料をもらって作品を書いており、それは雑誌の要望に応えていたのである。時
代は第一次大戦と重なり、国威を発揚するような思想や詩が必要な時代であり、花外はその要求に応
えるべく詩文を作成していた。花外の詩文は雑誌の中の本流の文学作品として位置付けられてはいな
いことが多いばかりか、どちらかといえば、埋め草的な存在として扱われたが、世界情勢を伝える報
道やそれに伴う論説が掲載される雑誌の中で、簡単に時代の情勢を知ることのできる詩文として読ま
れる性質の作品であったのであろう。花外のような作品を求める一定の読者がいたからこそ、花外の
作品は雑誌に掲載されていたのである。つまり、日本には花外のような作品が受け入れられる土壌が
あった。だからこそ、花外は雑誌の求めに応じてそのような作品を次々に発表していたのである。そ
のような時代かつ土壌に、郭沫若は日本に滞在していた。ホイットマンと花外の二人が持っていた世
界への眼差しを、郭沫若も持ちつつも、そこには二人にはない、己の魂を朝の風に載せて世界中の
「Pioneer」たちに挨拶に出向くという『楚辞』の文学性を本質に置いた点こそが、郭沫若の「晨安」
が二人の作品とは異なるオリジナルなのである。「晨安」は、郭沫若が大正期に日本に滞在してこそ
生み出された作品と言えよう。 
 
 
 
 
